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事業系ごみ指定処理施設の
変更について

１ 指定処理施設変更の考え方
・安定稼働の信頼性が高い橘を有効活用し、安定的

な廃棄物処理体制を維持していく必要がある。
・発電効率が高い橘で、なるべく多くの事業系ごみ

を効率よく処理することで、廃棄物発電量を確保
していく必要がある。

⇒令和6年度から、橘で事業系ごみを広く受け入れ
て事業系ごみの搬入量を増やす。
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・令和6年度以降の処理施設への搬入予定量を調査し
たところ、橘が全ての行政区から受け入れること
で必要な搬入量を確保できる見込みとなった。

２ 搬入事業者へのアンケート調査結果

浮島 堤根 王禅寺
５５％ １２％ ３３％

令和４年度実績

浮島 橘 王禅寺
４６％ ２７％ ２７％

令和5年5月アンケート結果（一廃許可業者分）

３ 指定処理施設の変更（許可・大口）

発生場所 浮島 堤根 王禅寺
川崎区 ○ × ×
幸区 ○ × ×
中原区 ○ ○ ○
高津区 ○ ○ ○
宮前区 ○ ○ ○
多摩区 ○ ○ ○
麻生区 ○ ○ ○

R5年度 R6年度
発生場所 浮島 橘 王禅寺
川崎区 ○ ○ ×
幸区 ○ ○ ×
中原区 ○ ○ ○
高津区 ○ ○ ○
宮前区 ○ ○ ○
多摩区 ○ ○ ○
麻生区 ○ ○ ○
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橘処理センター竣工に伴う
事業系一般廃棄物の搬入承
認等について

【通知内容】
・橘処理センターが令和6年4月1日から事業系一般廃
棄物の受入れを開始するため、経過措置として、
令和7年3月31日までを承認期間とする事業系一般廃
棄物の「搬入承認証」や「搬入証」を交付された事業
者及び搬入車両は、橘処理センターへの搬入について
も承認されたものとみなす。
・堤根処理センターは令和６年１月に受入れ停止をす
るため、1月11日から3月末までの間は浮島及び王禅
寺の２処理センター。

【橘処理センターへの搬入】
・承認期間が令和7年3月31日までの「搬入証」を携
帯する（現行どおり）。
・計量所において、ICカードを提示する（現在お手
持ちのICカードが使用可能）。

※車両の変更や通知等の届出は、従来どおり。
※経過措置期間は令和6年1月11日から令和7年3月31
日まで。

郵送した通知文
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橘処理センターの
搬入経路について

場内は一方通行及び徐行運転で
お願いいたします。

①搬入門
(市民ﾌﾟﾗｻﾞ通り)
（左折進入時）
・歩行者等に注意

①’搬入門
（右折進入時）
・歩行者・対向車等に
注意
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②各搬入の施設入口
・普通ごみは 左
・資源物などは 右

③第１計量器前
・搬入経路は２車線
・搬入に係る事務手
続きがあるため、
右車線を通行

④第１計量器
・他の車両が計量時、
上部ランプが赤色

・その際は、緑色の計量
器に乗らずに待機

・上部ランプが青色に変わったら前進
・右側の計量ポスト横で一時停止後降車し、
右手側の搬入受付で搬入の手続きを行う。
※降車の際は、他の車両等に注意
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⑤合流箇所
・左車線に合流する
こと

⑥プラットホーム
入口シャッター前
・停止線で一時停止
・シャッターが開い
たら前進

⑦投入扉の案内板
・停止線で一時停止
・左前方の案内板の
信号と数字を確認

※停止線より手前で停
車すると、車両検知セ
ンサーが反応しないた
め停車位置を調整する
こと
・青信号と数字を確認
後、該当する番号の扉
に向かう。

２
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⑧投入扉
・手前から８番〜１番
・指定された番号の扉の
前にある車止めまで後退

⑨ごみの投入及び掃除
・扉が開いていること
を確認し、ごみを投入
・ピットステージ等に
こぼれたごみは、ほう
き等で掃除

緊急ボタン
ピット転落
事故発生時
に押す。

扉横の制御盤

⑪退出路
・出口シャッター通過
後、２車線となる。
・右車線を通行

⑩プラットホーム
出口シャッター前
・停止線で一時停止
・シャッターが開いた
ら前進
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⑫第２計量器
・右側の計量ポスト横
で一時停止後降車
・右側にある受付で搬
入後の事務手続きを行
う。
⑬退出(市民ﾌﾟﾗｻﾞ通り)
・各停止線で一時停止
すること
・歩行者、車両、道路
脇の縁石等に注意して
走行すること
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環境局施設部

処理計画課

●計量について
●年末年始の受入れについて
●処理センター受入停止・開始について
●事業系一般廃棄物の受入基準等について
●搬入不適物について
●内容審査について
●洗車について
●搬入申請（年度更新）について

説明項目
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計量について

平成２９年３月２７日から、浮島・
堤根・王禅寺各処理センターにおいて、
２度計量を実施しております。

ＩＣカードは紛失することのないよ
う注意してください。また、車両の変
更、廃車等で使用しないＩＣカードに
つきましては返却をお願いします。

計量について

計量所

１度目
２度目浮島処理センター（２度回り）
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計量について

計量所

右側の計量器で計量

堤根処理センター（２度回り）
１度目
２度目

計量について

計量所

搬入

計量所

王禅寺処理センター（１度回り）
搬入時
搬入後
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年末年始の受入れについて

●年末の受入について

年末は１２月３０日（土）まで通常通り受
入れを行います。

なお、１２月２４日（日）、31日（日）
は、浮島処理センターのみ受入を行います。

年末年始の受入れについて

●年始の受入について

年始は１月４日（木）から通常通り受入れ
を開始します。

なお、１月２日（火）と３日（水）は事前
に「年始特別搬入申請書」により申請してい
ただいている業者に限り、浮島及び王禅寺処
理センターで受入を行いますので御了承くだ
さい。
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事業系一般廃棄物の受入基準等について

●関連法令等（抜粋）

○川崎市廃棄物の処理及び再生利用等に関する条例
第２６条
２ 前項の承認を受けた事業者が、事業系一般廃棄物を指定
処理施設へ搬入する場合は、市長の定める受入基準に従わな
ければならない。

○川崎市廃棄物の処理及び再生利用等に関する条例施行規則
第１２条
条例第２６条第２項に規定する受入基準は、次のとおりとする。
(１) 本市の区域内で生じた廃棄物であること。
(２) 指定処理施設において処理できる性状及び形状の廃棄物
であること。
(３) 指定処理施設において、設備及び処理の業務に支障を来す
おそれがない廃棄物であること。

事業系一般廃棄物の受入基準等について

●関連法令等（抜粋）

○一般廃棄物の施設搬入に関する取扱要綱
第１０条
規則第１２条第２号に規定する指定処理施設において処理できる性状及び形
状は、別表１のとおりとする。
２ 規則第１２条第３号に規定する指定処理施設において、設備及び処理の
業務に支障を来すおそれがない廃棄物は、次のとおりとする。
⑴ 有害性物質を含まないもの
⑵ 危険性のないもの
⑶ 爆発性のないもの
⑷ 著しく悪臭を発しないもの
⑸ 焼却可能なもの
⑹ 不完全燃焼を起こすおそれがないもの
⑺ 公害の発生するおそれのないもの
⑻ その他
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事業系一般廃棄物の受入基準等について

別表１ 指定処理施設において処理できる廃棄物の性状及び形状

紙類 ａ 紙くず等
投入時にごみピット外へ飛散しないよう防止してある
もの。

木・
草類

ａ 木製品、木くず等 長さ５０cm、幅２０cm程度に切断してあるもの。

ｂ 角材、丸太等 長さ５０cm、太さ１０㎝程度に切断してあるもの。

ｃ おがくず等
投入時にごみピット外へ飛散しないよう防止してある
もの。

ｄ 枝葉類 長さ５０cm程度に切断し、小さく束ねてあるもの。

繊維類
ａ 繊維くず等 バラ状に切断し、小さく束ねてあるもの。

ｂ テープ状のもの 長さ１ｍ程度に切断してあるもの。

厨芥類 ａ 食品残渣
できる限り水分・油分を除去してあるもの。
焼却可能な大きさであること。

その他 上記以外にあっては市の指示によること。

事業系一般廃棄物の受入基準等について

搬
入
区
分

搬入日時

排出事業者の

所在地（廃棄物

の発生場所）

指 定 処 理 施 設

浮島処理

センター

堤根処理

センター

王禅寺処理

センター

定
期
搬
入

【月曜日から土曜日】

搬入時間

8:00～12:00

12:50～16:00

川崎区 〇 × ×

幸区 〇 × ×

中原区 〇 〇 〇

高津区 〇 〇 〇

宮前区 〇 〇 〇

多摩区 〇 〇 〇

麻生区 〇 〇 〇

【日曜日】

搬入時間

8:00～13:00

全 区 〇 × ×

○指定処理施設及び搬入日時等
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搬入不適物について

●医療系廃棄物

チューブや手袋は
廃プラスチック類
やゴムくずなどの
産業廃棄物に
なるため、
搬入できません。

【注意】
血液が付着した
紙くず等、感染の
恐れがあるものも
搬入できません。

蛍光灯・ボタン電池・水銀体温計・水銀式血圧計等の水銀
使用製品は産業廃棄物に分類されることから搬入できません。

※処理センターの排ガスから基準を超える水銀が検出される
と、焼却炉を停止しなければならなくなる恐れがあります。

絶対に搬入しないよう、御協力をお願いします。

搬入不適物について

●水銀使用製品廃棄物
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二次電池とは、充電して繰り返し使用できる電池のことです。

自転車用バッテリー・ドライブレコーダー・モバイルバッテリー等が代表的
な製品になりますが、川崎市で収集は行っていません。二次電池は強い
衝撃や局所的な力を与えると容易に出火するため、ピット内で火
災が生じる危険性があります。

※絶対に搬入しないよう、御協力をお願いします。

搬入不適物について

●二次電池（リチウムイオン電池）

搬入不適物について

●廃プラスチック類

ビニールや
白色トレイは、
汚れていても
廃プラスチック類に
分類されることから
産業廃棄物に
なります。
そのため、
搬入できません。
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搬入不適物について

●廃プラスチック類

ペットボトルも
ビニールと同様に
廃プラスチック類
に分類される
ことから、
産業廃棄物に
なります。
そのため、
搬入できません。

搬入不適物について

●金属くず

空缶は
産業廃棄物の
金属くずに
分類されるため、
搬入できません。
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搬入不適物について

●コンクリートくず、がれき類

コンクリートくずや
がれき類は
産業廃棄物に
なるため、
搬入できません。

内容審査について

●関連法令等（抜粋）

○川崎市廃棄物の処理及び再生利用等に関する条例施行規則
第１２条の２
施設搬入をしようとする者は、市長が行う受入基準に係る審査に協力しなけれ
ばならない。

○一般廃棄物の施設搬入に関する取扱要綱
第１７条
規則第１２条の２の規定に基づき、市は施設搬入される廃棄物について、適宜
その内容を審査することができるものとし、廃棄物を指定処理施設に搬入しよう
とする者は、その内容審査に協力しなければならない。
第１８条
市長は次の各号のいずれかに該当するときは、条例第２７条の規定に基づき、
廃棄物の受入を拒否することができる。
⑴ 事業者が前条に規定する内容審査に協力しないとき
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不適物の搬入防止に
ご理解とご協力を

お願いします。

洗車について（１）

搬入車両の汚水の排出及び汚水排出後の
汚れの洗い流しにつきましては、処理セン
ターで対応が可能でございます。

なお、処理センターごとに構造が異なる
ことから、各処理センターにより対応方法
が異なる場合がありますので、対応方法・
対応時間の詳細につきましては、処理セン
ターのピット前の作業員に御確認ください。

-20-



洗車について（２）

汚水の排出や汚水排出後の汚れの洗い流
しの作業を行う場合は、立入禁止区域に入
らないように作業を行っていただくか、立
入禁止区域に入る場合は、墜落制止器具を
着用していただき、安全最優先での作業に
御協力ください。

搬入申請（年度更新）について

搬入申請(年度更新)は二年に一度の申
請に変わりました。

今年度は申請が必要ありません。
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